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ら 1965，Takahashi and Yasuda 1970， Yasuda 1977). eakはスエーデンの二条皮麦







によってこれを得た. なお， これら以外の欧州の若干の極早生品種も ea"を持つことが
知られている (Yasuda1977). 
本研究では，起源を異にする，ea"の比較をかね，ea"遺伝子の給源として畿内 5号
(OUJ 493)と Mari(OUU 702)とを用いた. これらの品種をl回親とし， Mariの原品
種である Bonus(OUU 406)と，日本でビール用大麦として比較的最近まで栽培されてい





















































事 A: Minn. 90-5， B: Col-orange， C: K-glaとの交雑.
紳大麦系統保存施設(岡山大学農研)登録番号.
おりである.調査個体数は，各交雑とも F2は約300個体とし，大冶8との交雑の日に














第2表には，ea"の給額となった 2種の 1回親と， 2種の反復親及び戻し交雑によって
造られた4種の極早生系統における調査諸形質の平均値を示した.
第2表 1回親，反復親と 4種の極早生系統における調査諸形質の個体あたり平均値
品種及び系統 出穂日.稗Vcni長穂長〉) (m 穂数 議穂牌?長千営手撃審判零
l回親{畿内 5号 2. 7 90.6 59.8 18.9 22.0 2.40 40.7 85.3 14.0 
Mari 22.0 73.7 75.9 19.1 18.5 3.66 41.4 80.3 12.9 
反復親{ Bonus 37.3 98.1 103.5 16.2 29.4 3.19 42.9 86.8 18.6 
栃木ゴール 37.3 122.0 69.2 12.9 28.3 2.21 46.9 94.7 16.6 
-ー...ー-・・・・a・・，暗暗停...唱、.事岨・ー~......-勘均 冒ー・・ー..・..ー
78.9 75.0 21. 2 18.1 3.70 43.5 85.1 14.1 
極早生 Bonus(Mari) 22.7 79.2 76.6 20.0 18.9 3.63 42.9 84.1 13.9 
系統栃木(畿内) 19.0 97.7 60.0 13.7 23.0 2.36 47.0 90.8 12.3 
栃木 (Mari) 19.3 97.1 62.3 13.5 23.9 2.36 46.2 91. 8 12.3 
1. s. d. (5 %) 1.6 2.3 3.6 1.2 1.0 0.11 2.1 4.3 0.8 
ホ 4月1日を1とする. 柿粒幅 2.5mm以上の粒が含まれる割合.
a) 括弧内は極早生遺伝子の由来した品種名.






のことは，今までの実験 (Yasuda1977)で認められていた畿内5号と Mariの持つ eak
が相同であることを裏書きするものである.
この表でもう一つ指摘できることは，調査した9形質中5形質では反復親聞の差がその








































































































































纏 型 出穂期・縛長(cm) 免3鰍 /個体守ヂ 全豪勾ip体器華麗宅戸
三叉芭型 1.9 129.6 91.5 18.1 35.3 45.2 31. 3 0.479 28.7 
長さ型 11. 9 124.5 85.2 18.3 36.0 44.8 29.4 0.501 29.5 







項 目 出縄期・悲3免点制/個体色霊 千岩手 勾 j戸籍襲吟jp体
極早生系統 9.2 120.5 84.1 18.6 42.6 36.7 28.6 0.504 29.0 
中生系統 22.3 148.0 l∞.4 18.1 55.2 34.2 40.8 0.459 34.1 













項 目白棒x.長穂x.長穂勧x個.体議x. 千阻xe 薦酌:x，個体報xe絵畠YF個体 YのVZへの
標車偏図帰
x，出穏期{ZfE".510寧ー.207 .477・ .299 .567**一.126 .421 一.050.372 一.041 -.010 一.216一.080 一.148一.110 .∞1 
Xz稗 長{言
.568・一.415 .422 .274 .616**一.354 .242 .027 
.357 一.245 -.013 .273 .164 一.267 ー .110 一.∞4
一.058 .126 .227 .371 一.192 . 164 一.012x.穂 長{: 一.037 .451・一.245-.058 .085 .123 .011 
x.穂勧個体{号 一.044 一.292 .252 .129 .446 .493 .138 一.217 .610 .118 .840** .877 
Xs 1穂粒数{: 一.229 .231 .499・.782・e .733 一.302 .233 .140 .530・ .536 
為千粒重{: .175 一.121 .039 .348 ー .019 .104 .0お .お4
x，贈/個体{号 一.573・ .442 .231 一.589・*.643**一.038
為収穫指数{: .476・ .222 .192 一.051





























， ， ?数 10





第2図 木石港3x M inn. 90-5のFhFaおよび両親の戸外秋矯殺培下における出穂状況
第6表中国産極早生品種との雑種における早晩分離と連鎖
(A)晩生品種 Minn.鉛-5との雑種Faにおける早晩分離
塁悪華民 険金 ‘亭生 計 χー P t!.:.1..2として
保 安 鎮 l 239 79 318 0.004 .95-.9 
木 石 港 3 251 72 323 1.264 . 3-.2 
白 沙 舗 1 225 93 318 3.057 . 1-.05 
陽 新 2 229 91 320 2.017 2-.1 
大 冶 8 247 76 3お 0.373 7-.5 
(B)晩生系統 Col-orangeとの雑種目における早晩生と三叉芭・長在 (Kk)との連鎖
交雑組合せ 晩 生 (X) 極早生 (x) χ 1L 2 組換価
(x Co1~range) 三叉芭(Y) 長在 (y) 三叉世(Y) 長在 (y) 計 (%) 
保 安 鎮 l 191 43 14 50 298 82.4 20.85 
木 石 港 3 183 27 31 62 303 117.9 19.50 
白 沙 舗 1 189 28 36 45 298 60.3 24.03 
大 冶 8 173 33 31 61 298 104.7 21. 67 
(C)大冶8x Col-orangeのむXY型に由来したF.
組 換 価
(XXYY) (XXYy) (XxYY) (XxYy) 計
F. F.+F.. 









れる.この遺伝子を仮に eac*と 50 
名付けることにする.なお，第6 円 口 三叉盟表 (A)または(B)に掲げた交雑 図 長苦型
のF2で調査した裸性 (n:第 1染 30 
色体)，六条性 (v:第 2染色体)， 個
20 
黒色頴 (B:第5染色体)，撞色穎









gla (葉身にろう質物を欠く濡葉) 10 
を持つ中生の連鎖群分析用系統 。10 12 14 16 18 20 2 24 26 28 
K-glaとの雑種について， F2及 出 穂 日 (4月)
び Fa試験を行なった.結果を第 第3図大冶8x K-g1.のF2における戸外秋播出
3図と第7表に示す. 穂期の変異と，三叉芭および濡葉型個体
-第3図によると，早生と三叉芭 の出現頻度
第7表極早生品種大冶8と晩生系統 K-g1.との雑種 F2および Faにおける ea.(極早
生)， K (三叉芭)， gl. (濡葉)の3遺伝子聞の連鎖
警素子 資料源 思igj 分離個体，系統数 計 号努F華島五誌面(%)
F2 C 220:28:23:37 308 20.06 
Ea. ea. -Kk Fa (Ea. K) C 60 : 21: 23 : 116 220 16.03 17.4土1.73 
Fa (Ea. k) C 1 : 27 2泡 6.90 
Fa (ea. K) C 4: 19 23 29.63 
F2 R 165 : 83 : 59 : 1 308 12.65 
Ea. ea.- F. (Ea. GI.) R 3 : 17: 24 : 121 165 15.67 15.6土1.62
GI.gI. F. (Ea. gl.) R 62: 21 83 14.48 
Fa (ea. GI.) R 40: 19 59 19.19 
F2 R 163 : 80 : 61: 4 308 23.87 
Kk-Gl.gl. Fa (K Gl.) R 9: 32 : 25 : 97 163 28.23 27.4土2.24
F. (K gl.) R 46: 34 80 26.98 
Fa (k GI.) R 33: 2泡 61 29.79 
F2 =Xy : xy : xy : xy Fa (XY) =XXYY: XXYy : XxYY : XxYy 
F. (Xy) =XXyy: Xxyy F 8 (xY) = xxYY : xxYy 
及び濡葉との連鎖の存在は明らかに認められる. F2及び Fa試験から，eaCは第4染色体

































極早生遺伝子$ 遺伝的背景 収量 稗長 穂長 1穂粒数 穂数 千粒重
eat 二条 早<娩 早<晩 早<晩 早<晩 早>晩 早=晩
ea. 六条 早<中 早<中 早<中 早<中 早=中 早>中
















































オオムギの極早生品種，幾内 5号や Mariの持つ劣性極早生(不感光性〕遺伝子 eak
(第5染色体)'と， 中国華中の揚子江沿岸地方の品種から見出された劣性極早生遺伝子
eacの，種々の農業形質とくに収量及びその構成要素に及ぼす影響を調べた.eakの場合










なお，eacは，数交雑の Fsあるいは Fs試験の結果から，第4染色体上の三叉世 (K)
及び濡葉遺伝子 (gla)とそれぞれ 17.4%及び 15.6%の組換価で連鎖し，その配列順序は
K-eac-gl，であることが明らかになった.
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